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平成２７年度「市政に関するアンケート」の調査結果をお知らせします

　市政に関するアンケート調査は、市民の皆さんが市政や生活環境についてどのように考え、何を望んで

いるかを把握し、今後のまちづくりの参考にさせていただくことを目的として実施しています。

　調査では、多くの皆さんにご回答いただきありがとうございました。主な結果は以下のとおりです。

●市政に関するアンケート調査　「佐野市が快適で住みやすい地域であると思いますか」

回答事項 24年度 25 年度 26 年度 27 年度 前年差 傾向

1 そう思う 37.4% 35.5% 30.1% 31.5% 1.4% ⇧

2 どちらかといえばそう思う 47.8% 48.8% 52.2% 53.0% 0.8% ⇧

3 どちらかといえばそう思わない 7.1% 7.6% 7.7% 7.5% -0.2% ⇩

4 そう思わない 3.6% 5.8% 6.0% 4.9% -1.1% ⇩

5 わからない 1.6% 1.9% 3.6% 3.0% -0.6% ⇩

6 無回答 2.4% 0.4% 0.4% 0.1% -0.3% ⇩

●市政に関するアンケート調査　「佐野市に住み続けたいと思いますか」

回答事項 24年度 25 年度 26 年度 27 年度 前年差 傾向

1 これからも住み続けたい 58.7% 58.0% 54.3% 55.2% 0.9% ⇧

2 どちらかと言えば住み続けたい 23.5% 24.6% 26.7% 25.6% -1.1% ⇩

3 どちらともいえない 12.4% 13.3% 13.6% 15.0% 1.4% ⇧

4 どちらかと言えば住みたくない 3.6% 3.0% 3.1% 3.1% 0.0% -

5 住みたくない 0.5% 0.7% 1.6% 0.7% -0.9% ⇩

6 無回答 1.2% 0.5% 0.7% 0.3% -0.4% ⇩

アンケートの結果、８割を超える方々が「佐野市は住みやすい」「佐野市に住み続けたい」と考えていた

だいており、年々増加傾向にあります。
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市政に関するアンケート調査 　「佐野市に住み続けたくない理由」（上位５項目）
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自然環境に恵まれているから

日常の買い物が便利だから

道路や交通機関が整備されているから

仕事をするうえで便利（事業所が多い、通勤に便利、商売しやすいなど） 

無回答

回答事項
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道路事情や交通の便が悪いから

仕事をするうえで不便だから（事業所が少ない、通勤に不便、商売するのに不便など）

日常の買い物が不便だから

その他

無回答

保健・医療分野のサービスや施設が不十分だから

生涯学習、スポーツに関する環境や施設に恵まれていないから

回答事項

●市政に関するアンケート調査 　「佐野市に住み続けたい理由」（上位５項目）

※２つの項目を選ぶ選択のため、他の項目を合わせた合計は２００％になります。
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調査方法と項目

▲

対象＝満２０歳以上の男女２，０００人　

▲

調査方法＝郵送

▲

調査期間＝平成２７年１２月１８日（金）～平成２８年１月１８日（月）

▲

回収率＝９０４人（４５．２％）

▲

調査項目＝「佐野市の住みやすさ」「市政全般」「各施策に関すること」（計６１問）

※調査結果の詳細、いただいたご意見は市ホームページに掲載しています

　トップページ右上の「ご意見・お問合せ」から「その他の広聴事業」の欄に掲載しています

■問合せ＝秘書課広報広聴推進室☎（２０）３０３７

●市政全般について　

　本市が取り組む施策の取り組みについて、３６の項目をあげ、下記の事項を調査しました。お答えいた

だいた回答のうち、上位５項目をご紹介します。

●今後のまちづくりに特に重要と思われる事項について

順位 今後のまちづくりに特に重要と思われる事項 意見率

1 高齢者福祉、介護保険サービスの充実 22.7%

2 まちなかの活性化、公共交通網の整備 15.7%

3 医療機会・救急医療体制の充実 12.6%

4 住みやすい環境（生活道路、公園など）の整備 11.5%

5 地域防災対策、消防力の強化 8.7%

「福祉」や「安心・安全」な暮らしにかかわる項目が特に重要と考えられています。

 
●合併前（１０年前）と比べ、特に良くなったと感じる事項について

順位 今後のまちづくりに特に重要と思われる事項 意見率

1 佐野市の認知度の向上、佐野ブランドの確立 34.1%

2 観光ＰＲなど誘客活動の推進 18.3%

3 まちなかの活性化、公共交通網の整備 10.5%

4 産業団地の造成、企業誘致の推進 10.1%

5 幹線道路の整備、地域特性を生かした土地利用の推進 8.5%

本市が取り組んでいる「観光立市」「シティプロモーション」の取り組みや「企業誘致」を評価いただきました。

●合併前（１０年前）と比べ、特に悪くなったと感じる事項について

順位 今後のまちづくりに特に重要と思われる事項 意見率

1 いじめ防止、家庭や地域での教育力の向上 12.1%

2 まちなかの活性化、公共交通網の整備 8.3%

3 農林業の振興、中山間地域の活性化 8.3%

4 ごみの減量化、資源の有効利用、不法投棄防止 7.3%

5 効率的な行政経営の推進 7.0%

※次ページでは「まちなかの活性化」「中山間地域の活性化」への取り組みとして、地域おこし協力隊員をご紹

介しています。

今回実施したアンケート内容を精査し、今後も市民の皆さんの声を活かした市政運営を行っ

ていきます。
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唐沢山の地元町会によるゴミ拾い活動

本紙１１ページでは「介護予防教室」
をご案内しています




